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SYNACTIF

藤
謝
状
■
枚
で

「本
国
は
皆
様
か
ら
国
頃

受
け
て
い
る
ご
恩
に
対
し
て

感
謝
状
１
枚
で
そ
の
ご
恩
に

報
い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が

皆
様

へ
の
感
謝
を
心
か
ら
表

し
ま
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
実
直
に
感
謝
を
込
め
て
あ

い
さ

つ
す
る
の
は
銚
子
警
察

署
の
若
き
警
視

。
鏑
木
秀
樹

署
長
だ
。
銚
子
警
察
署
に
対

す
る
平
成
２９
年
中
の
業
務
連

営

へ
の
支
援

。
協
力
に
対
す

る

『
銚
子
警
察
署
長
感
謝
状

贈
呈
式
』
が
１
月
３．
日

（水
）
、

同
署
道
場
で
開
催
さ
れ
、

５２

の
個
人

。
団
体

。
会
社
に
鏑

木
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

防
災

協

定

を
銚

子
警

察

署

と

結
び

、
自

社

隣

に
災
書

時

に
銚

子
半
島

を

３

６

０
度

見
渡

せ

る
監

視
塔

を
建

て
た

ガ

ラ

ス
リ

ツ
ー
シ

ン
グ

帥

の
伊

籐

忌

一
会

長

に
鏑

木

秀

樹

署

長
が
感

謝
状

を
贈

呈

▽
ガ
ラ
ス
リ
ソ
ー
シ
ン
グ
蜘

（防
災
協
定
／
災
害
警
備
功

労
）

▽
銚
子
市
立
鋏
子
高
等
学
校

（災
害
警
備
功
労
）

▽
地
球
の
丸
く
見
え
る
丘
展

望
館

（災
害
警
備
功
労
）

▽
銚
子
テ
レ
ビ
放
送
蜘

（警

察
広
報
功
労
）

▽
蜘
大
衆
国
報
社

（警
察
広

報
功
労
）

▽
千
葉
科
学
大
学
学
生
警
察

支
援
サ
ー
ク
ル
ス
タ
ー
ラ
ビ

ッ
ツ

（防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
功

労
）

∇
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な

か

っ
た
方

▽
岩
崎
伸
行

（産
業
医
）

▽
辻
忠
次

（警
察
活
動
協
力

功
労
）

▽
杉
山
俊
明

（警
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
安
藤
克
仁

（嘱
託
医
）

▽
片
倉
透

（
嘱
託
医
）

▽
杉
浦
武

（少
年
警
察
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
監
事
）

▽
早
川
悦
弘

（銚
子
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議

会
副
会
長
）

▽
高
安
高
樹

（銚
子
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議

会
会
長
）

▽
宮
川
勝
弘

（銚
子
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
議
会
会
長
）

◎
午
前
１０
時
３０
分
～
年
後
５

時

（う
ち
体
憩
１
時
間
）

▼
労
働
日
数

月
曜
日
～
金
曜
日
の
週
５

日
間

（祝
日
を
除
く
）

▼
賃
金

▽
時
給
８
７
０
円

（月
末
締

藤
２
月
４
国
】

▼
内
科

。
外
科

▽
兒
玉
病
院

（東
芝
町
）

窓
２
３
１
３
３
３
１

恭
揚
げ
だ
よ
り

８
森
鏡
で
、

Ｇ
③
４
総
万
閣

銚
子
漁
港
の
２
月
１
日
の

水
揚
高
は
入
港
８
４
隻
で
１

０
５

ｏ
ｌ
ト
ン
、
３
０
４
４

万
円
で
、
は
も
の
が
８
５

ｏ

３
ト
ン
で
９
８
８
万
需
、
底

曳
の
う
た
せ
が
２

ｏ
９
ト
ン

で
１
９
２
万
円
、
小
型
が
４

。
１
ト
ン
で
３
２
５
万
円
、

大
目
流
し
網
が
１

・
９
ト
ン

で
１
５
５
万
円
、
廻
船
の
底

曳
が
ｌ

ι
５
ト
ン
で
１
２
３

万
円
、
そ
の
他
の
雑
漁
は
６

８
隻
で
、
さ
わ
ら
、
き
ん
め

筆
カめ

、
翌
月
１０
日
支
払
い
／
口

座
振
り
込
み
）

▽
通
勤
手
当
規
定
内
支
給
あ

り

（
駐
車
場
代
に

つ
い
て
は

不
支
給
）

▼
募
集
人
数

２８
人
程
度

▼
必
要
書
類

履
歴
喜

（顔
写
真
添
付

）、

本
人
確
認
で
き
る
書
類

（
運

転
免
許
証
篭

※
応
募
方
法
や
不
明
な
点
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

日
間
い
合
わ
せ

▽
銚
子
税
務
署
総
務
課
総
務

係

（担
当
‥
平
野
さ
ん

。
西

野
さ
ん
）

窓
０
４
７
９
１
２
２
１
１
５

７
１

（自
動
音
声
案
内
応
答

後

「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ

い
）

な
ど
が
９

ｏ
４
ト
ン
、
１
２

６
１
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

盈
隻
で
、

覇
電
３
万
円

２
月
２
国
の
水
揚
高
は
入

港
２
隻
で
５

ｏ
２
ト
ン
、
５

１
３
万
円
で
、
ま
ぐ
ろ

。
さ

め
延
縄
は
、
ば
ち
、
だ
る
ま
、

び
ん
長
が
４
ト
ン
で
４
９
８

万
円
、
そ
の
他
の
雑
漁
は
１

隻
で
１

。
２
ト
ン
、
１
５
万

円
と
な

っ
て
い
る
。

れ
た
。

勇
魏
甕
等
え
、

心
の
費
え
健
Ｂ

開
式
に
当
た
り
、
鏑
木
署

長
は
、

「本
国
は
大
変
お
に
し
い
中

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
ま
た

皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
鋏
子

警
察
署
活
動
に
対
し
て
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
、
並
び
に

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
署
員

を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
の
国
頃
か

ら
の
温
か
い
お
力
添
え
が
、

我
々
署
員
に
と

っ
て
ど
れ
ほ

ど
多
く
の
勇
気
を
与
え
、
心

感
謝
を
込
め
て
あ
い
さ
つ

す
る
鏑
木
秀
樹

・
銚
子
警

察
署
長

の
支
え
に
な

っ
て
い
る
か
計

り
知
れ
ま
せ
ん
」

と
熱

い
思
い
を
込
め
て
語
り

次
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
た
。

▼
鏑
本
秀
掛

・
銚
子
警
察
署

長
皆
様
方

の
ご
協
力
の
お
陰

も
あ
り
、
昨
年
の
銚
子
市
内

の
犯
罪
発
生
件
数
は
４
５
８

件
で
、　
一
昨
年
比
６．
件
も
減

少
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
人
身
事
故
は
残

念
な
が
ら
昨
年
末
に
立

て
続

け
に
２
件
の
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
、
尊
い
２
名
の
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
発
生

件
数
で
い
え
ば
１
２
５
件
、

対
前
年
比
３４
件
減
少
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

「
電
話
ｄｅ
詐
歎
」
が

過
去
最
高
を
記
録
し
、

２．
件

も
発
生
し
対
前
年
比
１７
件

の

増
加
、
被
害
額
も
６
５
０
０

万
円
と
高
額
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
交
通
物
損
も
増
加
す
る

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
市
民
の
皆

様
が
体
感
的
に

「
治
安
が
よ

く
な

っ
た
」
と
は
言
え
な
い

状
況
で
す
。

県
警
で
は
２
月
６
日
付
で

第
１
弾
の
人
事
異
動
が
あ
り
、

当
署
で
は
次
長
以
下
４
人
の

幹
部
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

新
体
制

に
な

っ
て
も
、　
一
人

で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
か

ら

「銚
子
市
は
安
全
に
な

っ

ま
で
漏
ら
さ
ず
読
み
上
げ
、

一
人
ひ
と
り
に

「
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
声
を
か
け
る

な
ど
真
心
が
伝
わ
る
贈
呈
式

と
な
っ
た
。

【
平
成

２９

年
部
外
者

吾
長
感

謝
状
受
費
者
】

▽
違
藤
孝

二

（藍
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
岡
田
知
益

（警
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
伊
藤
正
彦

（警
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
西
川
照
順

（肇
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
床
枝
信

一

（警
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
石
毛
祥
之

（福
利
厚
生
功

労
）

▽
滑
川
昭
雄

（警
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
開
睦
弘

（嘱
託
医
）

警
察
活
動
協
力
功
】
で
鏑

木
署
長
か
ら
感
謝
械
を
贈

呈
さ
れ
る
遠
藤
孝
二
さ
ん

警
察
活
動
協
力
功
労
で
鏑

木
署
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
る
岡
田
知
益
さ
ん

▽
熱
国
衛
政

（
嘱
託
医
）

▽
川
津
光
雄

（
警
察
広
報
功

労
）

▽
林
茂

（銚
子
地
区
保
護
司

会
会
長
）

▽
宮
崎
光
子

（銚
子
市
町
内

会
連
合
協
議
会
会
長
）

▽
高
根
貴
世
子

（銚
子
市
危

機
管
理
室
職
員
）

▽
小
川
紀
雄

（銚
子
市
防
犯

指
導
員
連
絡
協
議
会
会
長
）

▽
安
井
甚

一
郎

（銚
子
市
防

犯
指
導
員
連
絡
協
議
会
副
会

長
）

▽
富
内
勝
義

（銚
子
市
防
犯

指
導
員
連
絡
協
議
会
興
野
支

部
員
）

▽
竹
中
賃

（銚
子
市
防
犯
指

導
員
連
絡
協
議
会
清
水
支
部

〕貝
）

▽
石
毛
売
弥

（銚
子
市
防
犯

指
導
員
連
絡
協
議
会
海
上
支

部
員
）

▽
元
吉
行
夫

（銚
子
市
防
犯

指
導
員
連
絡
協
議
会
高
神
支

部
員
）

警
察
活
動
協
力
功
労
で
鏑

木
書
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
る
伊
藤
正
彦
さ
ん

警
察
活
動
協
力
功
労
で
舗

本
署
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
る
西
川
照
順
さ
ん

坐
古
昭
二
さ
ん
、
田
原
義

久
さ
ん
、
室
井
一房
治
さ
ん

」う
▽
山
本
幸
男

（少
年
藍
察
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
長
）

▽
伊
藤
泰
正

（少
年
警
察
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
顧
問
）

▽
竹
中
富
雄

（少
年
警
察
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▽
梅
津
住
弘

（犬
吠
埼
ホ
テ

ル
総
支
配
人
／
警
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
大
里
忠
弘

（銚
子
交
通
安

全
協
会
会
長
／
交
通
安
全
功

労
）

▽
大
内

一
恭

（銚
子
交
通
安

全
協
会
副
会
長
／
交
通
安
全

功
労
）

千
葉
科
学
大
学
学
生
警
察

支
援
サ
ー
ク
ル
ス
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ツ

▽
島
囲
喜
代
子

（凱
子
交
通

安
全
協
会
／
交
通
安
全
功
労
）

▽
宮
内
武
司

（銚
子
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
議
会
副
会

長
／
交
通
安
全
功
労
）

▽
伽
銚
子
大
洋
自
動
車
教
習

所

（交
通
安
全
功
労
）

▽
伊
藤
ゴ
ム
風
船
工
業
所
釜

察
広
報
功
労
）

▽
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
帥
イ
オ

ン
銚
子
店
（警
察
広
報
功
労
）

▽
向
カ
ネ
ト
自
動
車

（交
通

安
全
功
労
）

▽
加
瀬
伸
（環
境
美
化
功
労
）

▽
Ｍ
Ｏ
Ａ
光
輪
花
ク
ラ
ブ
（環

境
美
化
功
労
）

▽
懺
川

口
印
刷
工
罵

（警
察

広
報
功
労
）

▽
坐
古
昭
二

（警
察
活
動
協

力
功
労
）

▽
田
原
義
久

（災
害
警
傭
功

労
）

▽
室
井
房
治

（災
害
警
備
功

労
）

響
朝
の
功
薄
韓協
力
健
蛾
蕩
で

騨ぽ
迅
遼
報
い
筵
盈
は
言
え
ま
澄
る
が

Ｂ
せ
動
で
も
の
藤
議
を
で
」
逸
霙
直
ゑ
鏑
本
響
長

平
成
２９
年
中
の
功
労
で
銚
子
警
察
暑
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
皆
さ
ん

円

円
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月

月

カ

カ

料

送

読盛

郵

４
・
　

，

い
つ
も
身
近
に
　

，心
れ
愛
バ
ン
ク

ゑ
マ

銚
善
繭
重
種
隅
縄
§

警
察
広
報
功
労
の
川
津
光
雄
さ
ん
、
銚
子
地
区
保
護
司

会
の
林
茂
会
長
、
銚
子
市
町
内
会
違
協
の
宮
崎
光
子
会

長
ら

た
」

「安
心
し
て
生
活
で
き

る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
私
以

下
署
員

一
丸
と
な

っ
て
職
務

に
国
々
邁
進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続

き
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
寒
い
日
が
続
き

ま
す
が
、
お
風
邪
な
ど
を
引

か
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
、
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

『
以
甲
圃
文
』

餘
恋
鰺

鏑
木
署
長
は

「以
下
同
文
」

と
い
う
文
言
を

一
切
使
わ
ず

感
謝
状
の

一
言

一
句
を
最
後

銚
子
税
務
署
は
確
定
申
告

の
申
告
書
作
成

。
相
談

。
提

出
会
場
を
２
月
１６
口

（金
）

か
ら
３
月
１５
国

（本
）
ま
で

銚
子
商
正
会
館
１
階
大
ホ
ー

ル
に
開
設
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
開
設
に
先
立
ち

『
申
告

書
作
成
相
談
会
』
を
２
月
７

口

（水
）

。
８
日

（木
）
に

旭
市
役
所
分
室
で
、
２
月
９

国

（金
）

。
１３
日

（火
）
に

匝
瑳
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
開
催
す
る
。
各
会
場
で

は
税
務
署

。
県
税
事
務
所
及

び
市
役
所
職
員
が
申
告
書
作

成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う

と
と
も
に
、
土
地

。
建
物
及

び
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が

あ
る
方
の
申
告
語
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
実
施
。
確
定
申

告
で
疑
間
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
よ
う
。
相

談
時
間
は

い
ず
れ
の
会
場
も

午
前
中
が
９
時
半
か
ら
正
午

ま
で
、
年
後
が
１
時
か
ら
３

時
半
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。

な
お
、
税
理
士
に
よ
る
無
料

相
談
も
同
時
開
催
す
る
。

議
機
書
癬
鵞
勤

蟻
員
募
集
拳
ｔ

銚
子
税
務
署
で
は
確
定
申

告
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
３
月
中
に
働
い
て
く

れ
る

「
非
常
勤
職
員
」
を
募

集
し
て
い
る
。　
一
般
の
人
は

も
ち
ろ
ん
、
高
校
生

。
大
学

生
も
Ｏ
Ｋ
な
の
で
、
春
休

み

な
ど
で
時
間
が
あ
る
方
は
応

募

を

考

え

て

み
て
は

い

か

が
？

【
銚
子
税
務
署
非
常
勤
職
員

募
集
‥
】

▼
勤
務
地

①
銚
子
税
務
署

（銚
子
市
栄

町
２
１
１
１
１
）

②
銘
子
商

工
会
館

（銚
子
市

三
軒
町
１
９
１
４
）

▽
仕
事
内
容

提
出
書
類
の
受
付

。
整
理

事
務
、
申
告
会
場
で
の
案
内

業
務
、
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
デ

ー
タ
入
力
、
電
話
交
換
業
務

な
ど

▼
応
募
資
格

元
気
で
明
る
く
協
調
性
が

あ
り
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
方

▼
雇
用
期
間

３
月
１
日

（本
）
～
３
月

３０
国

（
金
）

※
屋
用
期
間
に

つ
い
て
は
相

談
に
応
じ
ま
す

▼
勤
務
時
間

①
午
前
３
時
３０
分
～
午
後
３

時

（う
ち
体
憩
１
時
間
）

②
午
前
９
時
～
午
後
３
時
３０

分

（
う
ち
休
憩
１
時
間
）

惜
し
み
な
い
拍
手
を
お
く

る
銚
子
警
察
署
幹
部
た
ち

讚  |

確

湛

申

讐

『申

告

書

律

成

相

議

会
』

７

ｏ
継

口

に

越

市

役

瞬

分

室

ぐ

９
。弼
圏
は
遜
瑳
市
民
添
れ
る
い
遮
ン
フ
ー

一，
】卜一ｒ^
，
■

一ギ
，
一
】
一

ご
冥
橿
を
祈
り
ま
す
。

鑑
死
喧

□
１
月
３０
日

（火
）

◇
青
柳
和
廣
さ
ん

（７６
歳
）

犬
吠
埼
９
５
７
３
１
３

（
ス

カ
イ
ブ
ル
ー
）

。
通
夜
　
２
月
６
日
（火
）

。
告
別
式
　
２
月
７
日
（水
）

。
場
所
　
あ
い
ま
―
る
一弄
祭

星
の
森
ホ
ー
ル

||      
｀

贈答に人気で引警油サブレ銚
子
帝
の

当
　
番
　
医
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